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病院紹介一
欝 加 古 川 病 院 〒675加占川市加古川町粟津字西代770の1番地$(0794)23-0001
当院は昭和ll年に開院され、今年で52年目を迎えま
す。神緑会 との関係は、昭和30年、竹田正次 第二内
科教授が定年退官 され、院長(現 名誉院長)と して赴
任 されてか ら始 まりました。以来、多 くの先輩の御努
力により、地域 の中核総合病院 として発展 して来 まし
た。
当東播磨臨海部 は地域開発が進み、阪神のベ ッドタ
ウン化により、人口増加が著 るしく、医療ニーズも増
大す るもの と考えております。今後 も高令化人口増や
疾病の多様化、複合化に対応 し、他の医療機関との機
能分担 と連携 に配慮 しなが ら、県立病院 として、「県
民 に親 しまれて信頼 され、地域社会が求める医療サー
ビスが提供で きる病院」 を基本理念として、高度の医
療機能を生か した専 門医療体制を充実すると共に、総
合病院としての特性 を発揮 しなければならないと考え
てい ます。
現在 の当院の規模 は、定床400、常勤医師数37名で、
診療科 と神緑会員は、内科(大 江院長35年卒、高嶋44、
小林46、森岡55、森田60、前田61)外科(田 頭副院長
38、寒原56)整形外科(藤 田副院長38、竹内50、増田
59)、産婦人科(二 村49、乾61)小児科(関47)、眼科
(前田53)耳鼻科(高 原49)皮膚科(松 林45、山肩59)
放射線科(釜 江36)麻酔科(濱 谷52、馬場56)泌尿器
科(岩 本62)で以外に消化器科、理学診療科 と内科の
中に東洋医学 科を設 けています。脳外科 は休診中 と
なっています。
現 在 での診療 機能 の 特色 は
1.糖尿病 代謝疾患 竹田名誉院長の名声により、
現在で も遠方か らの患者が絶えません。当院の一つ
の看板になってお り、更に研究面 と患者教育に力 を
入れたいと思 っています。
2.リハ ビリテーシ ョン 昭和42年開設、昭和58年施
設 を拡充 して5名 の理学療士、物療技師を擁 し、紹
介、通院患者 も多 く、保健所活動 を通 じて、地域 の
指導的立場 にあ ります。
3.消化器科 昭和58年に独立、発展 していますが、
さらに消化器内科 と消化器外科 とのチーム医療 を充
実 したいと考えています。
4.放射線治療 当地域で リニア ック設置は当院のみ
で、他医療機関か らの依頼 も多 く、多大の成果 をあ
げてい ます。これを中心 に各科と協力 して、地域の
悪性腫瘍治療センター的な位置づけをしたいと望ん
でいます。
5.麻酔科2名 の麻酔専門医が常勤 し、外科系臨床
を支えていますほか、重症疾患管理にも大 きく貢献
しています。
6.東 洋医学科 昭和61年開設、近隣の公立病院には
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ないユニークな診療科で、マスコ ミにも再三 とりあ
げられ、好評 を博 してい ます。鍼灸の設置が課題 と
なってい ます。
その他、各科 ともいちいち述べ きれませんが、専
門 を生か して頑張 ってお ります。
これらの特色を発展 させなが ら更に高度の専門体制
を整 えるため、循環器科、胸部血管外科の新設、ICU
の完全独立、病理部門の充実が求め られてお ります。
また、地域社会からの要望が強い、救急医療 と専 門的
老人医療の充実 を進めていかなければならない と思っ
ています。
今後とも、神緑会会員皆様の御協力と御指導の程 よ
う しくお願 い申 し上げ ます。
(文責 大江勝)
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